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l11羽ω 英文誌 50巻 2号掲載論文和文要旨

金綱善恭 :アジア産の新しい種や興昧ある鼓藻類(緑藻綱

ホシミド口目)

Yoshiyasu Kan巴tsuna:New and int巴restingd巴smids(Zygn巴matales，

Chlorophyceae) collected from Asia 

アジア(日本，カンボジア，マレーシア，タイ )の採集標

本から， 5属 (Closterium，ElIastrum， Cosmarillm， Xanthidillm， 

Staurastrum)に含まれる 21の新分類群と 2つの新組み合わせ，

および'Xanthidiumに属する l種の希産の興味ある種について

述べた。新分類群と新組み合わせ ClosteriumnasutllIl1 

Nordstedt v創 kazukoaeKanetsuna var. nov.， C10sterillm nematodes 

Joshua var. nematodes f. kriegeri Kan巴tsunaf. nov.， ElIastrll/JJ binale 

(Turpin) Ehr巴nbergex Ralfs var. protllbel百nsKanetslIna var. nov.， 

EuastruIl1 borgeanuJ7J Scott et Prescott var. cambodiense Kanetsllna 

var. nov.， Euastrum dubillJ7J Nageli var. protubercms Kanetsuna var. 

nov.， ElIastruJ7J fisSllJ7J W. et G. S. West var. yasukoae Kanetsuna 

var. nov.， ElIastruJ7J gemmatum Brebisson var. tenllius Krieger f 

pOIひSllJ7J(Fりrster)Kanetsuna comb. nov.， EuastruJ7J pselldoj巴nnen

Scott et Prescott var. glabrum Kanetsllna var. nov.， CosJ7JarillJ7J 

denticulatum Borge var. mulrispinum (Hirano) Kanetsllna comb 

nov.， CosJ7Jarium fIlrcatospermllm W. et G. S. West var. fallax 

Kanetsuna var. nov.， CosmariuJ7J pileatuJ7J Borge var. cambodiense 

lくanetsllnavar. nov.， Cosmarillm retusiforJ7Je (Wille) GlItwinski var. 

incrassatum Gutwinski f. retusum Kan巴tSllnaf. nov.， CosJ7Jarillm 

trapezoideuJ7J Kanetsuna sp. nov.， CosJ7Jariu/JJ zonatum Lundell val¥ 

zonaWIl1 f. majus Kanetsuna f. nov.，χanthidillm cristatum Brebisson 

var. delpontei Roy et Bisset f. mizoroensis Kanetsuna f. nov.， 

Xanthidium fasciculatum Ehrenb巴rgex Ralfs var. siamense 。
lくan巴tsunavar. nov.， Xanthidium pseudofi"eemanii Kanetsuna sp 

nov.， Xanthidium subtriJobum W.巴tG. S. West var. inomatllm Skuja 

f. depressum Kanetsuna f. nov.， Xanthjdillm sllbtrilobllm W. et G. 

S. West var. inol・natumSkuja f. singlllare Kan巴tSllnaf. nov.， 

StallrastrllJ7J boergesenii Raciborski var. verrucosllm Kanetsuna var 

nov.， SlauraSlfllIl1 dickieiRalfs var. poJypyrenoideum K加letsunaval 

nov.， StaurastruJ7J neglectum G. S. West var. fuseense Kan巴tsuna

var. nov.， Staurastrum trissacanthllm Scott et Prescott var. 

dissacantlwm Scott et Prescott f. longispinllJ7J Kan巴tsunaf. nov.，希

産種 :Xanrhidium sllperburηElfving var. centricomis Prowseo (京

都府北区)

鳥海 三郎吉松定昭2，Dodge司 J.3:日本産底生渦鞭毛藻

の二新種 ，Amphidiniopsis uroensisとA.pectinaria 

Saburo Torillmi， Sadaaki Yoshimatsll and John Dodge: 

Amphidiniopsis lIroensis sp. nov. and Amphidiniopsis pectinaria sp. 

nov. (Dinophycea巴)・ Twonew b巴nthicdinoflag巴lIatesfrom Japan 

有殻，従属栄養の砂生渦鞭毛藻の二新種 ，Amph凶iniopsis

lIroenslSとA.pectinariaを香川県の宇目と大浜の二地点から採

集した。前者は細胞の大きさ 28-31μm，幅 23-28μmで鎧板

構成は P0，3'， 3a， 6"， 3c， 4s， (+ 1 acc.)，5"ユ2川'。鎧板の表面は2a

を除いて， 小突起，小孔と小刺で、覆われている。上殻の l'と3'

の問に部1Iい翼片が延びている。また，鎧板 1"とSd，Sdaが隣

接しているために，横溝は完全に細胞を一周していない。後

者は細胞の大きさ 33-40μm，幅 29-35μm。鎧板構成は P0，4'， 

3a，7'¥3c， 4s， (+ 1 acc.)， 5'" .2""。また，鎧板 1"とSd，Sdaが隣

接しているために，前種と同様に横溝は完全に細胞を一周し

ていない。上殻の 1'，4'と7"の聞に紺|い翼片が延びている。鎧

板の表面は， 小突起，小孔と小刺で、複われている。特に底板の

表面の模様は特徴的で， 10本の小突起の列がほぼ直線的に下

方に延びていて，その先端に一本ずつ小刺をも っている。ま

た， これとは別に sp.は一本の鋭い刺を備えている。c横浜市

本郷台香川県水試， 3Univ. London，日く)

Simon-Colin， C.1・Kervarec，N.2・Pichon，R.2・Bessi色res，

M-A.1・Deslandes，E.1 :紅藻 GrateloupiadoryphoraのN

メチルーしメチオニンスルホキシド およびイセ チオン酸の特

位:について

Christelle Simon-Colin， Nelly Kervarec， Roger Pichon， Marie-Anne 

Bessi色resand Eric Deslandes: Characterization of N-methyl-L-

m巴thionineslllfoxid巴andisethionic acid from the I巴dalga 

Grate/ollpia dOlyphora 

Brittany (フラ ンス)で採集した紅藻 Grate/ollpiadOlyphora 

(カクレイト目)から，イセチオニン酸 (2-ヒドロキシエタン

スルホン酸)およびNメチルーしメチオニンスルホキシド (4-

メタンスルフィニルエメチルアミノ酪酸)を単離した。これ

らはフロリドシド (a-D-ガラクトピラノシル ー(ト2)ーグリセ

ロール)とともに主要な有機溶質であった。紅藻にイセチオ

ニン酸が存在することは近年報告されていたが， Nメチlレーし

メチオニンスルホキシドは未だに非常に稀である。本研究で

は，イセチオニン酸およびNメチル L メチオニンスルホキ

シドを G.dOlyphoraから初めて単離し，さらに NMRによ って

それらの特性を調べた。CUniv. Bretagne Occidentale-IUEM， 

Franc巴， 2Univ. Br巴tagneOccidentale， Franc巴)

Karsten， U. 底生シアノハ クテリア Microcoleus

chthonoplastesの様々な培養株におけるマイコスポリン様

アミノ酸濃度への塩濃度および紫外線放射の影響

Ulf Karsten: Effects of salinity and ultraviol巴tradiation on the 

conc巴ntrationof mycosporine-like amino acids in various isolates 

of th巴b巴nthiccyanobact巴riumMicroco/ells chthonoplastes 

パlレ卜淘 (WIS)，スペイン (EBD)およびオーストラリア

(TOW)の底生シアノバクテリアMicrocoJeuschthonoplastes培
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養株において，細胞内のマイコスポリン様アミノ酸 (MAA)

の濃度が塩濃度や紫外線B(UV-B)処理によってどのような

影響を受けるか比較した。すべての培養株はシノリンを含ん

でおり，加えてEBDとTOWは未知のMAA・332を， WISは

未知のMAA・346を示した。塩濃度の処理では， TOWとWIS

では MAAの蓄積がみられたが， EBDではみられなかった。

UV-Bを照射した場合， EBDとTOWではMAAが大幅に増加

したが， WISはUV-B処理によって死滅した。これらのデー

タから，異なる環境条件下でのMAAの蓄積パターンは培養

株によって特異性があり，生態型として分化していると解釈

可能である。MAAは有機的な浸透圧調整物質および光防護物

質としての2つの役割があると考えることができる。 (Univ.

Rostock， Gennany) 

増田道夫1・川口栄男2・阿部剛史3・河本公威4・鈴木

稔4:日本産紅藻ソゾ属(フジマツモ科)の化学的多様性の

追加解析

Michio Masuda， Shigeo Kawaguchi， Tsuyoshi Abe， Tomotake 

Kawamoto and Minoru Suzuki: Additional analysis of chemical 

diversity of the red algal genus Laurencia (Rhodomelaceae) from 

Japan 

南日本産紅藻ソゾ属Laurencia(フジマツモ科)4種の含ハ

ロゲン二次代謝産物組成を報告する。種子島(鹿児島県)産

のキクソゾL.conposita Yamadaは， 5種類のセスキテルペノ

イド(本種の別個体群から知られているプレパシフェノール

エポキシド，ジョンストノール及びパシフェノールに加え，

2，10-ジプロモ・3・クロロー a-カミグレン及び2，10-ジブロモ.

3-クロロ -9-ヒドロキシ -a ・カミグレン)を生成する。鎮西

町(佐賀県)産ならびに大村湾(長崎県)産のモツレソゾL.

in加・cataLamourouxは， C15アセトゲニンのオカムラレンを生

成する。種子島産のアカソゾL.m司juscula(Harvey) Lucasは，

3種類のセスキテルペノイド，(Z)-1O，15・ジプロモ・9-ヒドロキ

シ.カミグラ -1，3(15)，7(14)ートリエン， 10-ジプロモ・7・ヒドロ

キシローレン及び10，11-ジプロモ・7・ヒドロキシローレンを生

成し，本種のケミカルレースの一つに相当する。種子島産の

ヒメソゾL.venusta Yamadaは，従来アメフラシ Aplysia

dactylomela Rangからのみ報告されていた2種類のセスキテル

ペノイド，クパローレノールならびにシクロローレノールを

生成する。このことはアメブラシがヒメソゾを摂取し，これ

らの含ハロゲン化合物を濃縮していることを示している。(1北

大院・理 2九大院・農北大・博 4北大院・地球環境)

Ji， Y. ・田中次郎:日本の本州沿岸における潮間帯海藻の

光合成への乾燥の影響

YanJi佃 dJiroTan紘a:Effect of desiccation on the photosynthesis 

of seaweeds from the intertidal zone in Honshu， Japan 

潮間帯に生育する海藻は干潮時に乾燥し，生育する高さに

応じて乾燥の程度は異なる。また種により水損失の経時変化

も異なる。そして乾燥の程度に応じて光合成や呼吸の活性は

大きく変化するものと思われる。そこで本州太平洋沿岸産の

以下の 12種，順に潮間帯上部から低潮線に生育する，スサピ

ノリ，フクロフノリ，イシゲ，イワヒゲ，スギノリ，アナア

オサ，オパクサ，ウミトラノオ，ツノマタ，ハリガネ，ヒジ

キ，マクサを用いて，赤外線二酸化炭素測定装置により乾燥

時の光合成，呼吸活性を測定した。

その結果，水損失の経時変化や乾燥の程度は種により様々

であり，それは生育する高さとは相闘が低いことがわかった。

いずれの種でも，乾燥初期には初期上昇といわれる光合成活

性の増大が見られたが，呼吸においては潮間帯上部のスサピ

ノリ，アナアオサ，中部のイワヒゲでは初期上昇が見られな

かった。一方，乾燥過程における光合成活性の経時変化は種

により様々であり，生育する高さと相闘が低く，水損失速度

と相闘が高いことが明らかとなった。つまり，潮間帯のどの

高さに生育していようとも，水損失が遅い種ほど光合成およ

び、呼吸活性はゆっくりと低下した。(東京水産大・資源育成)

Hall， M. M. • Vis， M. L. : intersimple sequence repeat分子

マーカーを用いた唱河川間および河川内のアオカワモズク

の遺伝的多様性

Melissa M. Hall and Morgan L. Vis: Genetic variation in 

Batrachospennum helmin的osum(Batrachospennales， Rhodophyta) 

amongand wi由instr芭amreaches using intersimple sequence repeat 

molecular markers 

泊tersimplesequence repeat分子マーカーを用いて，河川間お

よび河川内の淡水産紅藻アオカワモズク (Batrachospermum

helminthosum)配偶体の遺伝的関係を調査した。東部北アメ

リカにおける既知の分布域，オハイオ (3地点)，インデイア

ナ，ミシガン，ノースカロライナ，テネシー，ルイジアナ，ロー

ドアイランド，マサチューセッツおよびコネテイカットの計

11の河川から， 15個体ずつサンプリングした。 pairwiseFST解

析において，すべての河川間で有意な遺伝的差異 (P<O.05)が

みられた。遺伝的多様性のパーティションは河川内 (45%)と

河川間 (55%)でほぼ等しかった。集団聞の遺伝的多様性は

地理的な距離と相闘がみられなかったことから，本藻の分布

にとって長距離分散が重要である可能性が示唆された。オハ

イオのFiveMile Creekにおいて，同じ河川の明瞭な3区域(上

流，中流，下流)から 58個体を採集し， 1つの河川内におけ

る小規模な遺伝的多様性について調べた。 3つの区域間

(21%)よりも区域内 (79%)の方がはるかに高い遺伝的多様

性が観察された。区域間での各個体の関係は入り乱れており，

遺伝的類似性と地理的な距離との相聞はみられなかった。他

の河川でも同様な結果が得られたことから，河川内における

遺伝構造は，近接した個体聞で行われる繁殖よりもさらに複

雑である可能性が示された。 (OhioUniversity， USA) 

Zuccarello， G. C.1・West，J. A.2・Rueness，J.3 :紅藻のコ

スモポリタン種イソダンツウ(スギノリ目イソダンツウ科)

の系統地理

Giuseppe C. Zuccarello， John West， Jan Rueness: Phylogeography 

of the cosmopolitan red alga Caulacanthus ustulatus 



(Caulacanthacea巴， Gigartinales) 

イソダンツウ Caulacanthusllstulatlls (Turner) Klitzingにおい

て， ミトコンドリアの cox2-3スペーサーおよび葉緑体の

RubiscoスペーサーのDNA塩基配列を解析したところ， ~I二l 国 ，

韓国，オーストラリア，フィリピン，ア メリカ合衆国の太平

洋集団と Roscoff(フランス)の外来集団を含んだ系統と ，ス

ペインおよびポルトガルの大西洋系統に分かれた。イソダン

ツウに 2つの系統群があることは明らかになったが，太平洋

系統内の熱帯域集団の位置は2つのデータセットで一致しな

かったため，不明瞭の まま である。いくつかの樹形テストで

は2つのデータセ ット問で有意差がみられたが， partition 

homogen巴itytestではデータセッ ト問での不一致はみられな

かった。2つのデータセ ットを組み合わせて得られた系統樹

表紙写真説明

種名 :トサカノ リMeristothecapaplllosa (Mont.) J.Ag. 

採集日 :2002年 10月 10日
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において一部の枝で解像度が減少したことから，片親由来の

オルガネラ DNAにおいでさえ組み合わせるデータセ ットの

適正を綿密にチェックする必要性が示唆された。Call1acanthlls

oka111urae Yamadaは藻体の直径が異なることでC.llstulatusか

ら区別されていたが，イソダンツウ属の記載では藻体の直径

は変異III~が広い。 C. llstulatusの培養条件を変化 (光強度や水

の動きの増加)すると ，培養株の肥大化， 成熟，表皮の剥再It

および毛状細胞の形成が促進された。この形態可塑性，記載

の混乱，およびC.Okamllraeと思われる培養株の分子解析の結

果，現時点ではイソダンツウ属には l種のみを認めるべきで

あるとの結論に至っ た。(IUniv.New South Wales， Australia， 

2Univ. Melbourne， Australia， 3Univ. Oslo， Norway) 

採集地 :千葉県館山市坂田 (ばんだ) 東京水産大学坂田実験実習場前の沖合水深 10m付近にて

潜水採集 :松本里子 (東京水産大学 資源育成学科 博士前期謀程 1年)

撮影 :田中次郎

この日同じ場所で採集された他の海藻をいくつか紹介します。

左上より右下へ順に， ユカリ，キントキ， タマミル，ジョ ロモク ，クロメ，シワヤハス




